
、



一

今

年

で

M
回
目
を
迎
え
た
総
合
文
化
祭
が
総
合
体
育
館
を
メ
イ
一

一
ン
会
場
に
叩
月
目
白
か
ら
4
日
間
開
催
さ
れ
、
「
秋
を
彩
る
力
作
、
一

一
演
芸
発
表
」
等
に
町
内
外
の
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
術
一

一
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一

L 
t二ま

た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
叫
…
叫
師
向
ハ
ム

ア
ラ
ブ
の
公
開
辿
伯
、
い
も
の
出

般
・
牛
乳
の
無
料
配
布
ヤ
コ
ン

の
試
食
会
い
な
り
サ
ン
ド
イ
ツ

平
成

5
年
度

普長

も

ヤ;

• y 

え事1

• (e 

チ

う

ど

ん

そ

ば

の

パ

ザ

、

出

凶
沖
地
以
内
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

l
唱

が
一
わ
わ
れ
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

見
る
人
を

楽
し
ま
せ
だ

芸
能
発
表

芸
能
発
表
は
、
勇
ね
な
立
口
を
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
た
狩
場
太
鼓
の

オ
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
、
緑
柳
会

の
あ
で
や
か
な
踊
り
、
歌
話
、
民
間、

作
時
、
野
山
山
炎
、
け
凡
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
た
抑
抑
愛
好
会
的
踊
り
の

数
々
。

会
場
は
明
る
く
市
や
い
だ
雰
凶
気

と
フ
レ

y

y
ュ
な
魅
力
い

っ
ぱ
い
の

芸
能
発
表
会
と
主
り
ま
し
た
。

町
文
化
協
会
規
定
に
基
づ
く
表
彰

平
成
5
年
度
内
被
表
彰
者
と
し
て
、

次
の

4
名
が
文
化
祭
同
開
会
式
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
文
化
功
労
日

・
今

野

仰

さ

ん

附

{品
市
道
愛
灯
会
V

.
今
村
山
引
子
さ
ん
mw

{表
千
家
流
和
平
会
代
表
V

A

利
別
側
句
会
会
長
}

。
文
化
振
興
日

制
長
谷
川
敬

一
さ
ん

m

{前
尖
術
愛
釘
会
会
長
}

山
北
幸
好
さ
ん
側

{
陶
芸
阿
川
町
会
事
務
い同
》

多
彩
な
作
ロ
田
が

体
育
館
い
っ
ぱ
い

展
示
会
場
に
は
、
秋
の
芥
り
漂
う

菊
花
を
は
じ
め
、
円
近
、
絵
凶
、
当

ー
内
側
旬
、
ち
ぎ
り
絵
、
生
け
化
‘

和
紙
人
形
、

抑
し
化
、
能
川
品
、
陶
ぷ

や
小

・
小
学
生
絵
阿
川
辺
川
崎
、
似
明
日

凶
児
向
作
品
な
ど

2
0
0
0
内
あ
ま

り
が
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
今
金
町
出
身
で
あ
る
女
優

の
阿
知
波
情
災
援
や
北
海
道
南
西
沖

地
震
災
告
の
女
位
活
動
パ
ネ
ル
展
の

特
別
民
一
部
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
関
心
と
日
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

実
演
を
披
露

以
示
会
場
に
は
、
今
年
も
立
礼
式

的
茶
室
が
設
け
ら
れ
.
掛
川
物
安
の
立

制
等
の
お
K
H
J
川
で
、

一
服
に
く
る
友

達
同
志
や
家
版
連
れ
は
、
本
格
的
な

茶
県
を
味
わ
い
心
を
相
ま
せ
て
い
ま

ム今金民協会のみなさん

A緑柳会のあでやかな踊リ

A和紙人形

ム恐竜ラ ンド (今金保育所)A琴 ・四方の会の演奏



ヘ
ロ
月
1
日

J

f

供
用
開
始
下

舎
金
町
流

流
雪
溝
の
し
く
み

(水
の
流
れ
で
雪
を
運
ぶ
)

流
雪
鴻
と
は
、
道
路
町
地
下
に
つ
〈
ら
れ
た
冬
で
も
水
の
流
れ
る
水
路
で
、

地
上
町
投
宮
口
か
ら
投
げ
入
れ
ら
れ
た
官
を
流
水
力
を
利
用
し
、
下
流
町
河

川
に
迎
搬
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
金
町
流
古
溝
は
、
利
別
川
に
樋
門
を
作
り
、
ポ
ン
プ
室
ま
で
導
入
し
て

ポ
ン
プ
ア

y
プ
し
た
水

n
u
M
耐
/
舵
を
流
速
l
i
日
耐
/
舵
で
、
ー
系
統

は
園
追
加
号
逃
避
八
雲
今
金
線
、

2
系
統
は
辺
道
鈴
例
今
金
(
停
)
線
・
町

道
旭
線

。
町
道
昭
和
線

・
町
道
旭
幸
総
を
そ
れ
ぞ
れ
流
下
し
、
町
道
中
央
線

の
流
末
噂
水
路
を
経
由
し
て
第
二
幹
線
川
に
訓
水
さ
れ
た
後
、
再
び
利
別
川

に
流
し
ま
す
。

投
古
口
は
、
約

m
H
M
お
き
に

1
ヵ
所
内
制
合
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
除

雪
車
に
よ
っ
て
道
路
わ
き
に
寄
せ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
歩
道
や
各
戸
か
ら

出
さ
れ
た
雪
を
、
投
雪
口
町
フ
タ
を
聞
け
て
投
げ
入
れ
ま
す
。

流
宮
様
は
、
町
民
自
身
の
手
に
よ
っ
て
投
雪
作
業
を
行
う
町
民
み
ん
な
の

公
共
施
設
で
す
.
よ
り
安
全
で
住
み
よ
い
一叫
ら
し
を
営
め
る
よ
う
大
切
に
利

用
し
、
快
適
な
冬
の
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
協
力
し
て

利
用
し
ま
し
ょ
う

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

流
い

tmは
、
ん
泣
全
で
快
適
な
弘
、
町

生
前
を
つ
く
り
だ
す
町
民
み
ん
な
の

比
約
財
産
で
す
。
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
使
、
え
る
よ
う
大
乍
に
披
い
、
吋

投
げ
な
ど
の
作
業
は
皆
さ
ん
内
身
内

干
で
行
う
も
の
で
す
。
協
力
し
あ

っ

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
、
冬
の
問
は
百
円
川
L

に

閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ

っ
た
湖

底
街
の
届
先
に
も
ま
よ
し
い
円
差
し

(e • 
決
め
ら
れ
た

利
用
時
闘
を

守
っ
て
下
さ
い

流
行
梢
は
、

利
別
川
で
取
水
し
た

一
定
ド
却
を
二
つ
の
分
水
捌
に
分
け
、

時
間
五
に
よ
る
流
水
川
切
り
住
之
方

式
を
利
川
し
て
問
近
、
近
辺
、
町
道

ご
と
に
効
率
よ
く
分
水
し
、
自
然
流

下
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
操
作
は
、
役
場
に
設
け
ら
れ

た
速
力
監
視
制
御
装
出
に
よ
り
降
雪

的
状
況
に
応
じ
て
運
転
を
開
始
し
ま

す
。降

41時
に
は
投
討
部
怖
か
ら
投
苫

終
了
ま
で

一
回
約
1
時
間
を
2
回
/

日
を
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
.
名
川

内
初
に
決
め
ら
れ
た
利
川
時
間
で
作

業
を
行

っ
て
下
さ
い
。

そ
の
他
の
附
川
で
投
り
す
る
と
.

流
叶
山
川
町
投
入
口
付
近
に
古
川
叫
が
で

き
、
溢
水
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
流
計
時
間
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

AMENITY WINTER・舎室岡満雪溝
"宮司 c門国司豆コ餌出~'c!ll i

.事業デーヲ

着 工皐成2"度
完 成平成4年度筒分供用開始

平成5..度完成

流 宋甥2・e線!l1-i!民志和j別11
計画"'量 Q.49m/s 
取 水 澗 級河川後志利別"'

取水万注取水温+ポンプアップ方式

対像路線隠遁c30"，，/ー般遭遇八雲舎

金網/ー般道溜鈴閣参金停車

樋組/町通組署長線/町通也和

峰/旭道旭線

(1柁 260n円 単 べ3.670ml
総事禽慣 '5惚同

4
町
道
旭
幸
線
の
流
雪
溝

〕4
 

〔

雪
以
外
の
も
の
は

鈴
て
な
い
よ
う
に

流
雪
構
は
、
水
の
流
れ
に
よ
っ
て

引
」
を
運
搬
す
る
Y

ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
‘
水
に
格
け
な

い
も
の
が
中
に
入
る
と
流
れ
が
恕
く

な
っ
た
り
溢
水
な
ど
の
肌
悶
に
な

っ

た
り
し
ま
す
。

路
上
向
咋
を
速
や
か
に
か
た
づ
け

る
こ
と
が
第

一
で
す
が
、
ゴ
ミ
な
ど

は
別
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ス
コ

y
プ
や
鉄
絡
を
投
入
門
付
近
で
佐
川

す
る
時
は
特
に
住
芯
し
、
汁
以
外
は

絶
対
に
投
げ
入
れ
な
い
で
下
さ
い
。

• • 事
業
の
概
要

今
金
市
街
地
同
市
側
を
流
れ
る
利

別
川
は
道
南
で
最
大
町
河
川
で

水
訟
が
盟
'
品
で
流
況
も
安
定
し
て
お

り
、
流
雪
講
の
必
要
口
M
M
耐
/
蹴

が
確
保
で
さ
る
こ
と
か
ら
水
源
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
市
街
地
に
は
流
古
鴻
の
排

水
路
と
し
て
利
則
で
き
る
第
二
幹
線

川
が
あ
り
、
さ
ら
に
市
街
地
に
は
流

3
消
を
向
然
流
下
さ
せ
る
た
め
の
迎

切
な
地
形
勾
配
が
隙
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
流
一
叫

Jmを
放
出
す
る
地

形
的
条
訓
川
及
び
社
会
的
条
例
を
十
分

に
満
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

流
吉
満
の
取
水
位
置
は
、
利
別
川

円
安
定
取
水
を
図
る
た
め
凹
代
橋
下

流
右
岸
の
み
お
筋
が
安
定
し
て
い
る

地
占
、
と
し
ま
し
た
。
河
床
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
床
阻
め
工
を
設
置
し
取

水
口
よ
り
樋
門
を
経
て
ポ
ン
プ
室
ま

で
自
然
流
下
方
式
に
よ
り
導
水
し
、

さ
ら
に
ポ
ン
プ
で
町
道
凹
代
線
を
圧

送
し
て
、
流
古
溝
に
送
水
さ
れ
る
し

く
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
流
行
淋
で
巡
抗
さ
れ
た
品
川
U

塊
は
町
泊
中
央
線
の
流
末
導
入
協
を

経
て
、
利
別
川
町
1
次
支
川
で
あ
る

第
二
幹
線
川
を
流
下
し
た
後
、
既
設

子
供
を
周
辺
で

遊
ば
せ
な
い
で

投
雪
口
に
は
、
安
全
の
た
め
格
干

の
鉄
棚
を
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、
万

が
一
一
時
ち
る
と
非
品
に
危
険
で
す
。

作
業
中
、
回
聞
で
幼
児
や
子
供
を

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
日
齢
者
や
体
的
弱

い
万
が

一
人
で
作
業
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
お

E
い
に
戸
を
か
け
あ
い
ま

し
ょ
う
.
作
業
後
に
は
、
フ
タ
を
締

実
に
閉
め
て
下
さ
い
。

今
金
2
サ
樋
川
を
一泊
し
て
利
別
川
へ

放
流
辺
元
さ
れ
ま
す
。

設
計
及
び
施
行

流
雪
構
の
設
置
路
線
は
、

号

(
9
5
0
μ
×
2
系
統
1
1
9
0

0
HM)
、
道
道
八
雲
今
金
線

(
3
3

0
μ
×
2
系
統
H
6
6
0
い
川
)
、
道

道
鈴
問
今
金
停
車
場
線

(
1
3
0

HM
×
2
系
統
制
目
2
6
0
HC

.
町
道

地
幸
紘

(2
5
0
μ
×
I
系
統
H
2

5
0
H
M
)
、
町
道
昭
和
線

(3
0
0

MM
×
1
系
統
H
3
0
0
H
U
)
、
町
辺

地
線

(3
0
0
μ
×
1
系
統
H
3
0

0
H
M
)
の
合
計
3
6
7
0
幻
で
す
。

国
道
と
道
道
は
道
路
間
側
に
流
百

株
を
設
出
し
、
町
道
は
道
路
中
央
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

閉
塞
溢
水
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

ポ
ン
プ
室
に
お
け
る
取
水
訟
の
計
測

制
御
分
水
柏
ゲ

l
ト
操
作
あ
る
い
は

水
位
計
、

I
T
V
、
紛
報
板
等
の
遠

方
監
視
制
御
が
行
え
る
よ
、
ヲ
中
央
臨

祝
セ
ン
タ
ー
を
役
場
内
に
設
置
し
、

グ
ラ
フ
ィ

y
ク
パ
ネ
ル
に
よ
り
目
で

凡
る
慌
悦
も
で
き
る
設
計
と
な

っ
て

い
ま
す
.

因
追
加

〕E
 

〔



目

消
防
功
労

山

口

義

信

さ

ん

平
成

5
年
秋
の
叙
勲
で
、
一
応
今
金

町
消
防
間
前
団
長
町
山
口
義
信

J
m

が
消
防
に
対
す
る
水
年
同
功
給
が
認

め
ら
れ
勲
六
等
部
光
州
地
円
章
の
栄
牲

に
制
か
れ
ま
し
た
。

山
口
♂
は
昭
和
お
年

3
月

ωnに

川
町
問
問
に
は
い

っ
て
幻
年
余
り
の
長

さ
に
わ
た
リ
、
火
災
や
風
水
丹
、
ムH

胤
な
ど
の
災
市
川
口
時
の
ほ
か
、
行
方
不

明
者
同
地
点
前
助
に
市
先
し
て
出
動

し
、
つ
ね
に
知

一
線
に
た

っ
て
地
域

住
民
の
生
命
と
川町
践
を
守
る
た
め
礼
、

力
し
て
き
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の

北海道社会貢献賞(統計功労)受賞

田代

八束

。日

)
 

1
 

1
 
(
 

さ
ん

さ
ん

義

薫

政藤
E
E

，，
 

須

南

本
午
皮
肉
道
付
会
口
献
日

(統
計

功
労
)
伝
述
式
が
れ
川
町
山
口
、
絵
山

支
川
で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
制
雌

で
す
。

山
円
さ

ん
は
昨
年

同
4
川
に
娘
さ
ん

の
作
む
北
納
山
町

に
伝
川
す
る
ま
で

う

0
ド
り
と

J
-

6
7
f
H
イ
イ
L

A
住
し
、
化
山
述

A
H
什
治
会
長
を
務

め
る
な
ど
地
械
の

発
岐
に
も
H

円
、
力
さ

れ
ま
し
た
。

「
北
ゐ
で
は
火

災
現
場
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
豪
雨

に
よ
る
山
動
や
昭
和
白
年
の
水
道
事

故
の
故
助
活
動
が
記
憶
に
残
り
ま

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「消
防
川
川
代
は
身
文
皮
を
賄
え

て
床
に
つ
き
、
坦
い

こ
と
も
し
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
.
今
は
ホ

ッ
と
し
た
行
以
内
ち
で
す
。
」

と
長
い

川
防
同
時
代
を
振
り
返

っ
て
い
ま
し

-一。

ず
れ

• • 

政
務
♂
と
市
川

此
し
ま
し
た
。

開
山
♂
の

2
名
が
受

剣
勝
さん
は
川
代
地
区
の
統
計
調
査

只
と
し
て
初
年
間
で
刊
同
の
各
組
統

計
測
去
に
従
事
し
、
統
計
思
必
の
J
H

A
と
向

l
に
傍
力
さ
れ
後
引
の
指
み

に
nH
献
さ
れ
た
功
制
は
大
な
る
も
の

が
あ
り
現
品
は
今
合
町
統
計
協
議

会
刷
会
長
と
し
て
柄
刊附
さ
れ
て
い
ま

す
。市

川
〆
は
八
京
地
区
内
統
計
調
査

只
と
し
て
初
午
川
で
刊
同
町
各
組
統

計
別
公
に
従
明
し
、
統
計
思
必
町
古

川品
と
山
じ
に
努
力
さ
れ
後
北
町
指
却

に
H
献
さ
れ
た
功
制
は
大
な
る
も
の

が
あ
り
附
相
関
年
今
金
町
統
計
協

議
会
会
長
此
び
に
桧
山
統
計
ブ
ロ

y

ク
院
事
と
し
て
治
山
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式

永
年
の
功
績
を
た
た
え
る

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
か
、
硝
花
か
お
る
日
月

2
口
、
関

係
者
多
数
山
市
の
も
と
町
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
ぷ
彰
さ
れ
た
の
は
、
功
労
よ

彰
7
名
.
山
内
'利
点
彬

1
名
と

1
法
人

[u
l
J司

国保と交通事故

~第三者の行為による傷病~

交通事故など、第三者によって傷病を受け

た場合も、匡l保を使って医療を受けるこ とが

できます。

交通事故のように第三者の行為によってケ

ガや病気をした場合、原則として医療班は加l

何者が負担すべきものです。

国保を使って治療を受けたときは、匡l保が一

時立て替え、あとでい国保が加害者に~i~f求し、支

払ってもらうことになります。

ただ了、加害者ーから治療費を受け取ってしま

っていると、国イ呆が使えないということにな

りますから、必ず示談の前に国保にl吊け出て、

必袈な手続きをしてください。

〈町民編制諜国保係〉

の
計

8
名
と

1
法
人
で
す
。

式
で
は
木
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

、

村
本
町
長
か
ら

一
人

一
人
に
賞
状
と

記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受
HK4引
を
代
表
し
て
村
上
英
雄
さん

か
句
訓
昨
が
述
べ
句
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ

れ
た
制
民
会
で
は

長
い
川
町
内
労
話

し
ゃ
思
い
で
を
知

り
合
い
、
受
MH
の

叶品川び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
と
功

絞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
功
労
表
彰

村
」
英
却
さ
ん

mHりか。

町
民
業
委

μ
と

し
て
多
年
に
わ
た

り
必
党
行
政
的
適

正
な
執
行
に
畑
町
向
、

平
成

5
年
7
川
か

ら
会
長
代
取
を
務

高畑秀樹九 鈴木捷九 相原博夫九 大和英雄九 村よ規雄九

道路工業側高橋政子九 田村正巳九 村上英雄九

1 • • 
必ず

必ず届け出を

国保で治療を受けようとするときは、

医l保の係に府け出てください。

医療費は加害者の負担

①
教
育
文
化
、
産
業
相
社
、
例
制

境
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
広
い
知

識
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
悶

内
外
で
の
調
査
、
研
修
や
交
流
卒
業

へ
の
補
助
。

町
で
は
、
前
力
と
魅
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
祁
逃
す
る
た
め
、
平

成

6
年
皮
肉
今
金
町
ふ
る
さ
と
例
生

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

要
望
さ
れ
た
卒
業
は
「
今
金
町
ム

一
計
一
平
成

6
年
度

-
I
し
一

一
塁
今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
の
要
望
事
業

る
さ
と
制
作
邪
説
委

μ会
」
で
検
討

さ
れ
、
同
委
只
会
的
広
凡
を
時
思
し

て
町
長
が
決
定
し
ま
す
。

募
集
す
る

F
業
は
、
以
体
的
に
は

次
的

4
羽
日
で
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
!、

議
出
会
、
研
修
、
研
究
会
な
ど
の
開

俄
に
附
す
る
倒
助
。

③
地州
場
旅
業
の
育
成
、
利
政
n
川
町
開

発
事
業
へ
の
補
助
.

め
る
な
ど

.
4町
内
同
業
の
振
興
党
以

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・
大

和

英

雄

J
側

-
相

原

博

夫

さ
ん
側

鈴

木

捷

J
M山

村

上

規

雄

さん
側

・
町

村

正

巳

J
M刷

出
畑
秀
樹
さ
ん
附

町
峨
貝
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、

今
金
町
の
発
展
と
地
方
自
治
的
振
興

に
ぷ
力
さ
れ
ま
し
た
.

。
斡
行
表
彰

.
道
路
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
川

良
牢

砂
相
会
に
報
い
た
い
。
幻
念
か
ら

今
金
町
内
山
林

1
7
0
8
M
を
購
入

し
、
年
次
計
画
で
造
林
.
本
町
的
緑

化
矧
進
に
多
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

-
十
一
州
統
政
子
J
側

町
教
育
委
只
と
し
て
教
育
行
政
的

仮
興
に
長
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今

金
町
婦
人
間
体
連
給
協
議
会
長
と
し

て
同
会
的
育
成
強
化
と
婦
人
的
地
位

向
ム
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

〕自〔

③
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
例
生
に
必
裂

な
事
業
で
す
。

財
源
に
つ
い

て
は
、

2
億
円
の
基

金
か
ら
生
ず
る
お
よ
そ

5
0
0
万
円

が
充
て
ら
れ
ま
す
。

平
成

5
年
度
は
ペ
ガ
サ
ス
円
相
判
事

業
、
文
化
諸
政
会
事
業
の

2
事
業
が

保
択
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
向
拠
出
期
限
、
提
出
先
等
は

次
の
と
お
り
で
す
.

山
拠
出
則
日
平
成

5
年
ロ

H
n
H

ま
で

ω総
出
先
役
場
企
間
制
強
説
企
図

制
務
係
へ

密
②

O
I
l
-
内
線
3
4
2
詐

〕7
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'93inひやま」と「女性さみつ
北海道棺山北高等学校

(農業・生活科案内)

かな感性を「農業・生活科J

~93ir 今金町で開催本校内「農業 ー 生活科」は、昭和4T年同開校時に定時伽l民主Z科として発足し、 H百和59年度に全円制J~業生活科
に学ヰ』転換された、 21年IU

ー
今
問
い
か
け
よ
う
女
性
的
生
き

方
地
域
に
栂
ざ
し
た
力
と
知
恕
で
ー

を
令
官
楽
に
桧
山
文
げ
と
北
海
辺
女

悼
の
山
立
プ
ラ
ン
桧
山
地
域
推
進
協

協
会
主
似
の

「
女
性
さ
み

っ
と
mm
イ

ン
ひ
や
ま
」
が
山
口
内
か
ら

1
0
0
名

が
参
加
し
て
叩
丹
羽
円
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
女
性
的
芯
湖
や
相
会
参
加

へ
門
誌
欲
が
日
ま
り
、
家
出
止
や
地
減
、

そ
し
て
職
場
や
相
会
で
柄
縦
を
け
ん
せ

て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
射
性
と

白
山
に
、
対
等
に
、
共
同
町

・
刺
激
し

あ
え
る
よ
う
な
相
会
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

午
前
小
の
法
調
講
VM
で
は
、
北
海

道
山
的
研
修
所
北
出
助
教
般
の
木
川

M
Sんが
n
地
域
的
未
来
は
女
川
門
的
川• • 

す.

l品業生活平十では、 rJ也域股業のf晶、手の育成」を 目線に、地域的持色を生かした学習内科を仙他(1~に取り入れた

教育を進めています。進学や日比J[i曲芸耳の希望者に:l';Jしては、進路実現プ'J('県たせるように生徒]人ひとりのi血似ーや例性を

犬切にした指導が行われています。

[今後の取組】

0.. {'/コンを活用した授業の充当E

。パイオテクノロジ一円施設 ・ぷ怖の充

当4と尖1Ti 研究の推進

O ~!tf，人へリコフ。ターの縦~I)l機内導入とオ

【特色ある教育活動】

1、光笑した学科指噂

ーゆとりある、 「わかる授業J と、個別指導的災践@

。2ザゴドから、希望によるコース追討古制l

ふれ世紀をめざすj品業教育

に
。
と
い
う
出
題
で
滞
日
山
し

「
自
立

し
た
人
間
と
し
て
前
向
き
に
生
き
て

行
く
こ
と
が
大
切
。」

と
閉
し
て
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

4
つ
の
分
科
会

(交

通
安
全
に
お
け
る
女
悼
の
役
制
、
立

性
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
す
こ
や
か
な

老
後
を
迎
え
る
た
め
に
、
女
性
的
干

に
よ
る
町
お
こ
し
)
に
分
か
れ
‘
前

発
な
窓
比
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に

「
H
ご
ろ
の
知
忠
を
卜
分

に
生
か
し
、
射
性
と
千
を
酬
明
え
な
が

ら
明
る
い
未
来
を
例
逃
す
る
」
と
の

大
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
閉
会
し
ま

し
た
。

学生のみなさん国民年金加入の

手続きはお済みですか・.. . 

• 
〕8
 

〔

初
歳
以
上
の
学
生
は
、
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け
り

れ
た
こ
と
を
ご
有
知
で
す
か
。

も
し
も
の
と
き
の
防
持
年
金
や
老
後
に
受
け
る
尚
頒
年
金

を
保
障
す
る
た
め
に
制
度
が
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

m
mは
、
住
民
以
を
目
立
録
し
て
い
る
市
町
村
内
国
民
年
金

窓
口
で
印
鑑
を
持
参
向
う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
居
住
地
に
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
方
は
、
家
族

の
方
が
届
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

(
町
民
福
祉
隈
年
金
保
)

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

安
藤
義
光
さ
ん
(
御
影
)

小
松
忠
雄
さ
ん

御
彬
の
ま
藤
義
光
〆
仰
と
神
丘
町

小
松
忠
雄
J
M刷
に
叩
月
上
旬
、
ヰ
乳

生
産
質
調
査
農
家
と
し
て
の
協
力
と

功
績
に
対
し
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら

感
附
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ん
世
柑
脚
〆
は
、
酪
山
師

・
水
稲
を
主
体

と
し
た
内
同
業
を
uh
み
、
そ
円
か
た
わ

ら
山
林
水
産
統
制
制
査
を
昭
和
国
岬
年

ベレー ターの育成新しい器材、技術の導入した、 j胡同指導。

・充実した施設、設備を利用した実習活動。

ー食物取得、技能問符の*'iJJll"

3、楽しい学校生活

。生徒w日また教師との触れ合いの多

い、家庭的な学級。

五品業7ラブ、農場告書などの独自の

が，邸J

4、3晶、邸キ一緒的諸i1i!fdJ

ーザ時主祭、球技大会、下越会などの

止もL会活動。

全国大会を目指す郎前励。

・術訂"10m妻、見制1Wffなどη判宣行

<J>o 

ー

(. 
4本年度導入された購入ヘリコプター稗習機

募集要 項 ・ 選 抜 日 程

j品業生前課程 '101'， 

一 世止 jI'l，，1<'・11tit'i話H>>:

炉』
(
神
丘
)

か
ら
現
在
ま
で
凶
年
間
続
け
て
い
ま

す
。

小
松
♂
は
、
神
丘
で
酪
燥

な
ど
を
王
体
と
し
た
民
業
を

U
T阜、

同
じ
〈
股
林
水
産
統
計
制
査
を
昭
和

的

ω
年
か
ら
現
在
ま
で

5
年
間
続
け
て

い
ま
す
.

ま
た

1 J=J 25円(大)ー lT!3111(rDiE斗三ま てー

3 )-J 8 EI(大)

3 )'J 9 E1 (*! 

3 J=117円(本)

1月25円(大)ー 1J=J31 n ()J)正午まで

2 !'J 14日(fJ)

2月16円(*!まて自

(1)弘柴人口

(2) 選抜方法

(3) 迂~ iT! 円 干主

〈一般的選抜〉

入学願{!~受 付

学力検査

全 n llfi 接

合格発表

〈 判長 ít~ による i墨 1>>: >

入学 問l啓 受 付

llri * 
推理入芋合格内定通知

〕日〔



知
っ
て
い
ま
す
か
っ
・

園
間
叫
割
強
歩
歩
只
宙
実
自
冒

@
S
A

み
⑥
⑧
⑨
⑧
⑧

わ
た
し
た
ち
は
、

H
常
生
活
て
い

み
い
、
み
な
文
書
を
作
成
し
た
り
呈
け

取
っ
た
り
し
ま
す
。
と
ニ
ろ
が
、

こ

れ
ら
文
書
の
中
に
は
、
印
紙
税
の
か

か
る
も
の
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
と
き
に
印

紙
脱
が
か
か
る
の
か
、

Q
&
A
ん
式

で
詳
し
〈
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

-a印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
は
ど

官
晶

ん
主
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
。

-a財
産
の
創
設
、
移
転
変
更
な

-
Eど
を
証
明
す
る
証
醤
や
帳
簿
な

ど
、
印
紙
税
法
で
分
類
さ
れ
て
い
る

二
十
種
類
の
文
書
に
印
紙
税
が
か
か

り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
を
事
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

O
領
収
書

O
借
用
証
書

O
不
動

産
売
買
契
約
書

こ
の
ほ
か
手
形
や
預
金
通
帳
な

川
に
つ
い
て

金
原
小
6
年

犬
塚
亙
砂
美
J

ね
は
、
今
町
川
は
‘
す
ご
く
汚
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と

か
で
、

γ
」
場
排
水
を
、
そ
の
ま
ま
流

ど
も
印
紙
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

'a印
紙
税
が
か
か
る
、
か
か
ら
な

R
E圃
い
は
、
文
書
の
標
題
や
名
称
か

ら
判
断
す
る
の
で
は
な
い
と
聞
き
ま

し
た
が
。

-aそ
の
と
お
り
で
す
。
判
断
の
基

，
‘

準
は
、
傑
題
や
名
称
で
は
な
く

内
容
に
よ
り
ま
す
。

印
紙
税
に
つ
い
て
間
違
い
や
す
い

事
柄
を
紹
介
し
ま
す
。

。
請
求
書
や
お
買
い
上
げ
票
な
ど
に

。
代
済

4.相
済
e

，
7
・
と
脅
か

れ
た
も
の
や
レ
ジ
ス
タ
ー
の
レ

シ
卜
な
ど
に
も
印
紙
税
が
庁
か

り
ま
す
。
ま
た
、
仮
領
収
書
も
同

様
で
す
。

o
v写
0

8

副
本
a

，
勝
本
'
な
ど
と

表
示
し
て
あ
る
契
約
書
で
も
、
相

手
方
の
署
名
ま
た
は
押
印
の
あ

る
も
の
や
契
約
当
事
者
が
正
本
で

あ
る
と
証
明
し
た
も
の
に
は
収

入
印
紙
が
必
要
で
す
。

O
覚
器
や
念
R
U

差
入
醤
な
ど
も
印

紙
税
法
上
の
契
約
醤
に
含
ま
れ
ま

ず
か
ら
、
内
容
に
よ
っ
て
は
収
入

印
紙
を
は
る
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

O
金
銭
な
と
の
受
領
密
で
あ
っ
て
も

三
万
円
未
満
の
も
の
や
営
業
に
関• • 

ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
川
は
、
汚

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
人

が、

「
少
し
ぐ
ら
い
の
コ

ミ
な
ら
い

い
だ
ろ
う
」
、

「
川
が
き
れ
い
に
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
み
ん
な
が
、
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係
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
印
紙
税

は
か
か
リ
ま
せ
ん
。

-a印
紙
税
は
ど
の
よ
う
に
し
て
納

nt固
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

-a印
紙
税
は
通
常
、
印
紙
税
の
か

，
‘

か
る
文
書
を
作
成
し
た
人
が
税

額
に
応
じ
た
金
額
の
収
入
印
紙
を
は

リ
、
文
書
と
収
入
印
紙
の
両
方
に
が

か
る
よ
う
に
押
印
す
る
か
署
名
し
ま

す
。
印
紙
税
額
は
、
預
金

証

書

預

金
通
帳
な
ど
は
、
一
通
ま
た
は
一
冊

で
定
額
で
す
。
し
か
し
、
領
収
書
や

不
動
産
売
買
契
約
書
な
ど
は
、
配
故

金
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
.

'aも
し
、
印
紙
税
を
納
め
な
か

っ

nt圃
た
ら
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

-a収
入
印
紙
を
は
っ
て
い
な
が
っ

，
‘

た
り
、
収
入
印
紙
が
は
つ
で
あ

っ
て
も
納
め
る
べ
き
税
額
よ
リ
も
少

な
が
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
未
納

分
、
不
足
分
税
額
の
三
倍
に
相
当
す

る
額
の
過
怠
税
が
す
か
リ
ま
す
(
収

入
印
紙
を
は
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自

主
的
に
申
し
出
た
と
き
は
一
一

倍
に
軽
減
さ
れ
ま
す
)。

-a収
入
印
紙
を
誤
っ

て
は

っ
た
と

胃
晶

き
は
?

-a金
額
を
超
え
る
収
入
印
紙
を
は

，
‘

っ
た
と
き
や
、
印
紙
税
の
か
か

ら
な
い
文
書
に
収
入
印
紙
を
は
っ
た

と
き
に
は
そ
の
文
醤
を
税
務
署
に

持
っ
て
い
き
手
続
き
を
す
れ
ば
、
印

紙
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

川
に
ゴ
ミ
を
折
て
る
か
ら
こ
ん
な

に
汚
れ
て
し
ま

っ
た
の

だ
ろ
う
と
、

思
い
ま
す
。

刊
は
、

き
れ
い
で
、

ど
こ
の
川
で

も
サ
ケ
が
上
っ
て
き
て
、
た
く
さ
ん

の
曲
'
が
出
い
で
い
た
そ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
、
川
で

遊
び
、
魚
を
取
っ
た
り
し
て
、
川
は

楽
し
い
勘
所
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ゴ
ミ
を
投
げ
た
り
す
る
人
も
い

た
だ
ろ
う
け
ど
、
川
を
汚
す
ほ
と
、

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
は
投
げ
な
か

っ
た

と
忠
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
、
刊
の
よ
う
に
き
た

な
い
川
か
ら
、
き
れ
い
志
川
に
叫
す

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
.

人
川
は
も

っ
と
内
れ
た
川
を

き

れ
い
な
川
に
す
る
た
め
に
、
も

っ
と

努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
今
ま
で
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
、
み
ん
な
で
拾
う

な
ど
し
な
け
れ
ば
、
き
れ
い
に
は
な

っ
て

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
人
が
川
を
川
町
き

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
@
好
き

な
も
の
は
、
汚
し
た
り
し
な
く
な
る

か
ら
。
そ
し
て
き
れ
い
に
な
っ
た

川
で
泣
心
し
て
楽
し
く
川
遊
び
を

し
た
り
、
き
れ
い
な
水
を
飲
ん
だ
リ

し

て

今

ま

で

川
を
山
内
し
て
き
た
分
、

人
間
は
川
に
、
回
返
し
を
し
て
い
か

を
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

〕O
 

1
 

〔

へJ

。総 点i

日
進
河
原
版
範
牧
場
に
制
託
さ
れ

て
い
た
預
託

T
が
凶
月
お
円
、
途
中

出
産
な
ど
で
戻
っ
た
牛
を
除
く

1
4

0
頭
が

5
ヵ
月
よ
り
に
わ
が
家
に
戻

乗
せ
ら
れ
、

し
た
。

広
い
牧
場
を
後
に
し
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
円
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
計
牛
が
民
協
職
円
以

な
ど
の
千
に
よ
り
パ
ド

ッ
ク
に
挑
め

ら
れ
、
時
「
の
4U
に
下
げ
ら
れ
た
番
号

札
を
比
て
、
飼
い

五
が
九
百
厄
を
時
制
附

し
て
い
ま
し
た
。

各
新
午
は
、

い
ず
れ
も
丸
々
と
太

っ
て
倍
近
く
に
な
り
、

道
南
地
区
き

一千三L;;

章構リ
、子、'~

最
優
:秀
賞

輝

、

信

武

さ

ん

，-
s
J精

叫

{
八
幡
町
二
凶
)
抄

h

恥
骨
司
ょ

去
る
叩
月
U
A
円
に
函
館
市
で
開
催

さ
れ
た
平
成

5
年
度
道
南
地
区
き
の

こ
品
沼
会
的
。
し
い
た
け
発
生
の
部
ψ

で
三
津
続
さ
ん
の
山
山
回
附
し
た
，
は
だ
木。

が
最
優
秀
賞
に
腕
き
ま
し
た
。

三
沖
柿

J
は
昭
和
印
年
か
ら
し
い

た
け
生
産
を
い
机
け
現
必
は
年
間
幻
ト

ン
を
札
帆
方
而
に
山
術
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
ゆ
名
の
生
産
者
が
い
ま

す
が
、

三
沖
約
♂
は
栽
紙
技
術
的
研

究
や
努
力
を
い
帆
け
.
そ
の
リ

l
ダ

と
し
て
も
活
脱
し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

役
場
・
国
保
病
院

休
み
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
次
の
と
お
り
休
み

と
な
り
ま
す
。
緊
急
用
務
の
と
き
は

警
備
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

月日 役場 病院

12月30日 御用納め 平常通り

31日

1月1日

2日

3日
全休

全休

4 8 

5日

68 御用始め

7日 平常通り 平常通り

水
道
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍
結

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

や
寝
る
前
に
戸
じ
ま
り
と
一
緒
に
水

道
町
水
ぬ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か
タ
オ

ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
十
五
分
く

ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
水
が

で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯
を
か
け
て
も

水
が
で
な
い
場
合
は
、
次
の
水
道
指

定
業
者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

・
小
山
設
備
工
業

②

2
5
7
4

模診を受けて明るい健康づくり

12月みんな

-
佐

々

木

金

物

鮒

②

0
1
3
7

・

m多
国
鉄
工
設
備
②

o
l
o
s

-
山
形
住
宅
設

備

②

1
3
2
0

・
渡
辺
住
宅
設
備

②
2
6
5
4

〈
水
道
課
水
道
係
〉

交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金

貸
付
に
つ
い
て

1
、
対
象
者

自
動
車
事
故
で
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

た
り
し
て、

生
活
に
お
困
り
の
ご
家

庭
の
、
。
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
遺
児
等。

2
、
貸
付
額

一
時
金

M
万
6
千
円

毎

月

1
万

8
千
円

(中
学
校
卒
業
ま
で
)

入
学
支
度
金

4
万
1
千
円

(小
中
学
校
入
学
時
)

3
、
返
還
方
法

中
学
卒
業
後
1
年
据
え
置
き
後
初

年
以
内
(
高
校
・
大
学
へ
進
学
的
場

合
は
、
卒
業
ま
で
猶
予
さ
れ
ま
す
。)

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン

タ

函

館
支
所

宮

0

1
3
8
|
日
|
1
7
3
1

重
度
後
遺
障
害
者

へ
の
介
護
料

支
給
に
つ
い
て• • 

ー
、
支
給
要
件

自
動
車
事
故
で
頭
部
又
は
脊
髄
に

損
傷
を
受
け
、
重
度
内
精
神
神
経
障

害
が

3
月
以
上
継
続
す
る
状
態
に
あ

る
た
め
、
常
時
介
鎚
を
必
要
と
さ
れ

る
方
。

2
、
支
給
額

日
額

4
千
円

(
自
宅
で
家
族
が
介
護
に
当
た
っ

た
場
合
は

2
千
円
)

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー
函
館
支
所

8
0
1
3

8

日
1
1
7
3
1

自

衛

官

募

集

防
衛
庁
で
は
平
成
6
年
3
月
採
用

の
陸

・
海

・
空
自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

出
募
集
種
目

第
却
期
自
衛
隊
生
徒

出
受
験
対
象
(
男
子
)

・
平
成
6
年
4
月
1
日
現
在
日
歳

以
上
げ
歳
未
満
で
中
学
卒
業
者

(
平
成
6
年
3
月
卒
業
見
込
み

者
を
含
む
)

京
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成

5
年
日
月
1
日
か
ら

平
成
6
年
1
月
4
日
ま
で

※
試
験
日

第
1
次
試
験

第
2
次
試
験

項 自 対象 者 実施日 目寺 H間 対車地区 実施会場 備 考 お知らせ

① 乳児相談
生後 2日同

受付時「品
全地区

町 民 身体育十側、保健指導、健康

6、 9ヶ月児 13 :∞-13 : 30 センター 栢岐

B日開}

② 一般相談 全 住 民
13日伺}

1O:()(ト15 凹 " 
老人福祉

保健指導健康相談
20日明) センター

27日開)
受付時間

7日ω 8: 45-9 田

l 続 ~
13 :∞-13: 20 

町民
保健指車検診、染め出し

③ 歯科検診
車生学前幼児

17∞-17:30 " センター
ブラツゾンク1旨導、フッソ

受付時間 塗布、虫歯進行止め
B日剛 8 : 4缶、9 ∞

13: 00-13 : 20 

@ 妊婦相談 妊婦の方 14日ω受付時間
" " 

尿検査、血液検査、歯科崎
12: 45-13 : 15 本助産婦指導

⑤ 母親学級 " 14日附 14∞-15: 30 " " 
保健婦による f赤ちゃんの

おふろの入れ方」

⑥ 股脱健診 生後 3ヶ月児 14日附 13∞-14 : 00 H 
今 金

股関節X線撮影
保 健 所

⑦ 
無医地 区

全 住 民 14日ω受付時間
" 

町 民
診療科目(耳鼻科)

巡回診療 14 : 20-14 : 50 センター

⑧ 育児 講座 生後 3ヶ月児 16日開
受付時間

" " 保健指本健康相談
9 : 30-10 田

⑨ 乳 児健診
生後七 7、

16臼同
受付時間

" " 
身体百十揖IJ、医師診察、歯科

10、12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指本栄養指導、保健指導

(町民福祉課衛生係 国保係)

1
月

6
日

(木

1
月
初
日
か
ら

機動職業

訓練生徒の募集8020つてなに?
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社会福祉協議会だより 5. 11. 10 

※光の霊学園、豊寿圏、社会福松協議会への l 

多額のご寄付ありがとうございました。 I
(敬称略)

〈埼 玉県〉 く大成 町〉

光 町 村 聾 護 学 校 回 島 幸

光の村父 兄会 〈北槍山町〉

〈札幌 市〉 楢山北高ポラ Jティア同好会

J T B 麻生届 山 ヌ依 ノ、スノ

プロティ ック 株 く今金 町〉

〈帯広市〉 大 童 啓太郎

帯広 大 谷短大 種川小学校児童会
〈函 館市〉 奥 井 品時3、 男

庫 技 金 弥 種川老人クラ ブ

t畢 回 尾 メ寸益、 金 郵 便 局
社会福祉法人情愛会 " チ ン コ ボ ン ボ ン

南北海道精神薄弱者主護協会 曽我井 正 道
条 学 園 和 田 守

〈仁木町〉 石 井 照 干

野 村 健 岡 雄

〈奥民町〉 手口 工 建 設
中 村 初 枝 いしかわスポーツ
〈乙部町〉

橋 金四郎

幻
自
の
指
定
す
る
一
日

出
詳
し
く
は
自
衛
隊
今
金
募
集
事
務

守りましょう最低賃金」

常

用、臨時、パートタイマ一、アノレハイト

北海道最低賃金

道内のあらゆる産業の事業場て働〈

「確かめましょう
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で
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で
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取
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あ
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、
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わ
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。
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ま
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取
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っ
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引
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ま
す
。

と
こ
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が
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州
内
切
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は
人
さ

ま
ざ
ま
で
肉
の
伎
や
前
北
ぴ
健
康
状

態
な
ど
休
質
的
な
部
分
や
食
生
活
、

生
前
リ
ズ
ム
、
生
前
判
例
と
も
深
い 等のすべての労働者に適用される北海道

所
ま
で
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地域包括最低賃金が、次のとおり改正さ

平成 5年10月1日

北海道労働基準局

4.467円

559円

事買

時間額

日

れました。

最低賃金額

効力発生年月日

場

月

そ

の

他

今
金
町
技
能
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会
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保
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の
外
に
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同
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受
椛
手
当
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中
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締
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ロ
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初
日

中
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先

・
お
問
い
合
わ
せ

今
金
町
役
場
商
工
観
光
線

宮

2

0

1
1

1

関
連
を
も

っ
て
い
ま
す
。

人
的
向
は
、
礼
的
か
ら
ぷ
久
前
へ

と
生
え
変
わ
り
ま
す
。
生
え
変
わ
る

か
ら
と
乳
肉
の
役
訓
が
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
乳
歯
に
虫
歯
が
多
い
場

介
、
水
久
品
聞
の
め
附
並
び
が
必
く
な

っ

た
り
、
木
久
肉
に
生
え
変
わ

っ
て
も

虫
向
に
な
り
や
す
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
歯
並
び
が
惑
い
と
曲
が

不
慌
に
な
り
や
す
く
、
結
保
と
し
て

前
川
炎
と
な

っ
て
し
ま
う
中
も
あ
り

ま
す
。

初
オ
で
叩
山
本
の
歯
を
残
す
と
い
う

訴
は
幼
児
に
と
っ
て
速
い
将
来
的
閉

め
よ
う
て
す
が
、
い
ざ
別
4
4
に
近
付

い
て
か
ら
な
ん
と
か
し
よ
う
と
思
っ

て
も
手
遅
れ
の
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。
早
い
時
期
か
ら
良
い
生
活
問
内
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
を
実
践

す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
制
み
重
ね
が

し
っ
か
り
し
た
前
を
残
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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ぎ?f叱君。12月の休日当番医

岩間医院(今金)ii(il0057 

北楠山町国保病院(北槍山)ii@5321 

今金町国保病院 (今金)密②0221

富田医院 (今金)合②0324

4惜 崎医院 (瀬棚)包⑦3021

今金町国保病院 (今金)合②0221

5日

12日

19日

23日

26日

31日

(前月対比)

(-4 ) 

(-2 ) 

(-2 ) 

( 0) 

(直哉さん長女)大和町

(富士男九2男)南栄町

(彰 九長男)南栄町

令場。令住民の動態や令や

10月末現在

7，502人

3，628人

3，874人

2，486世帯

三
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日

日

日

1

4

1

1
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日

月

月

月

4
4

n
U
A
U

ハU
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'

1
4

噌
ム

可

A

ょ

t1

1

tな

じ
c
奈
ふ
稗
松
岡

ん
η
里

か大

口知

た

え
江

お

椅

園

大

人

男

女

世帯数

口

伊 藤

宮本

け
月
3
目
、
金
原
で
ビ

l
ト
畑
を
荒
ら
し
て
い
た
推
定

E
1
7
歳
、
体

長

1

・8
メ
ー
ト
ル
、
体
重
2
0
0
同
の
雄
ゲ
マ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

(14) 

南栄町

中花石

町

美利河

町

町

東

本

本

66歳

51歳

81歳

62歳

74歳

69歳

~おくやみもうしあげます

10月25日

11月17日

10月26日

11月10日

11月12日

11月15日

松さん

ミ さ
、 ん

明さん

子きん

干兄きん

清三郎さん

可

光

専

{宝

ナ村

藤

野

音日目

山

I11 

オミ

育

車問

牧

伊j

加

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

陥
②
O
T
-
-
番

( 

編
一集
一後
一記

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

7
月
ロ
日
の
大
地
震
、
冷
害
に
よ

る
大
凶
作
と
つ
づ
き
、
町
全
体
的
経

済
状
態
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

ま
す
。

何
と
な
く
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
も

あ
り
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た
り
体
調
を
崩

し
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

夫、ぃ
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


